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　10月27、28日に行われた「吉野ヶ里ふるさ

と炎まつり」のメインのひとつ「たいまつ行

列」。日吉神社で採火された炎は、中学生や

家族連れなど200名によるたいまつ行列とと

もに、北内郭や南内郭のほか、オープンした

ばかりの「南のムラ」を巡り、30分かけて会

場へ向かいました。（まつりの詳細は2ペー

ジから）

●行政トピックス●
保育園園児募集･中の原団地入居者募集

●TOPICS･まちのわだい●
東脊振少年野球が準優勝･老人クラブ花植え

●INFORMATION･お知らせ●
●吉野ヶ里文芸●
●保健･健康･カレンダー●
●旬のあれこれ●
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一期一会 こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
吉
野
ヶ
里
町
で
元
気
に
活
躍

す
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
日
本
音
楽
著
作

権
協
会
会
員
で
作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
今
田

剛
さ
ん
に
曲
作
り
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

●
作
曲
家

今
田　

剛
さ
ん

い
ち
ご
い
ち
え

シリーズ

■今田　剛さん【いまだつよし】
作曲家として、これまで200曲以上を作曲。「今田剛
作品集Ⅰ」は1枚2,500円で発売中。また、カラオケ
教室の講師としても町内外で活躍している。永田ヶ里
在住。59歳
＊「今田剛作品集Ⅰ」「伊万里けんか祭り唄・冬の
華 」 に 関 す る 問 い 合 せ は 今 田 さ ん ま で 　
090-5286-5003
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たいまつ行列

好きで好きでたまらない。

悲しみを力に。

通常　行送り　15.4

　　　字詰め　-50

2-5

　母が音楽好きだったこともあり、小さい頃から歌を歌っていましたね。初めて曲を作

ったのは10代の終わりごろ。中学校からギターを始め、友人らとバンドも組んでいたこ

ともあって曲作りをはじめたのですが、ホント自己流でしたよ。

　30歳になってからはピアノを習い始めました。もともと歌が好きだったし、加山雄三

がピアノの引き語りをしている姿を見て、「自分も

やりたい！」と思ったんですよ。８年間ほど習った

でしょうか。このころから曲を作ることも多くなり

ましたね。主にピアノを使って作曲していますが、

これまでに200曲以上。２月もすでに３曲ほど作りま

した。

　今では佐賀市に住む作詞家の橋間哲也先生とコン

ビを組んで曲を作っているのですが、曲を作るとき

は、先に詩を作っています。詩をみてみないと、ど

のような曲を作っていいかイメージが沸かなくて作

りにくいですね。

　私の曲には、ふるさとを歌った曲も多いですよ。

私は伊万里出身。何か記念になればと思い「伊万里

けんか祭り唄」という曲を作詞･作曲しました。実は詩を書くことも好きなんですよ！

この曲は、通信カラオケに入っているので、ぜひ歌ってみてください。カップリングの

「冬の華」という曲は、橋間さんの作詞で、歌詞の中には田手川や霊仙寺、さざんかの

花がでてきます。地元のことを歌った演歌ってないでしょう。この曲を作るときはイメ

ージをつかむために、２人で見て回りました。

　プロの歌手が歌う曲だけでなく、町民の方が書かれた詩にも、要望があれば作曲をし

ています。卒業などの記念に、自分で書いた詩を曲として残しませんか。ぜひ相談して

ください。

　作曲というと結構時間がかかるように思われますが、私は1時間ほどで作っています。

考えすぎると理屈っぽくなってしまうので、考えついたメロディーをあてはめてい

ます。曲作りでの楽しみは、自分が作った歌をどのように歌うのか、どれだけの

人に歌ってもらえるかですね。たくさんの人に歌っていただくことで、達成感

と満足感があります。

　２月に作曲家生活40年を記念してCDを作成、発売しました。自分自身で

歌ってCDにしてはどうかと思ったことと、５月に還暦を迎えるので、

50代の声を残しておきたいと思ってですね。今回のCD制作には過去

に作った曲から4曲を選びました。気に入った曲がたくさんあって･･ ･

選曲も難しかったですね。

　これからの夢ですか？自分が作った曲が大ヒットすることです

ね！ＣＤタイトルは「作品集Ⅰ」になっているので、ぜひ2枚目も出

したいですね。

【特集】秋のイベントから●

第2回吉野ヶ里ふるさと炎まつり●
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第2回吉野ヶ里町文化祭●

コスモスコスモスが観光客を出迎え

真っ白な花が開花

　11月号では松隈地区のコスモスを紹介しま

したが、吉野ヶ里公園駅北口にも10月中旬か

ら11月上旬にかけてコスモスが開花。歴史公

園に向かう観光客らを出迎えました。

　このコスモスは町が「弥生みどりの会」に

委託して育てられたもので、1万２千㎡の田ん

ぼに、赤やピンク、白のコスモス70万本が咲き

ました。花園の中に入れるよう数箇所の通路

も設けられ、家族連れを中心に花を囲んで記

念撮影をする姿が見られたほか、「やよいの

里」による野菜などの販売も行われました。

　千石山のさざんかが開花し、真っ白な花が

山の斜面に咲き誇りました。

　千石山のさざんかは、自生北限地として国

の天然記念物に指定されており、約2.9haに

2,208本が自生しています。東脊振トンネルの

開通とさざんか千坊館からの遊歩道ができた

ことで、県内をはじめ福岡方面からも多くの

人が見学に訪れています。

線路沿いに植えられたコスモスは、
列車の中からも楽しむことが出来た。

真っ白な花を咲かせた
千石山のさざんか。
さざんかは町木に指定
されています。



ふるさと炎まつり
今年は天気に恵まれたほか、
27日にはＪＲ九州主催のウォーキング大会も行われたこともあり、
２日間で約４万７千人が来場しました。

第２回吉野ヶ里ふるさと炎まつりは10月27、28日の２日間、
吉野ヶ里歴史公園「祭りの広場」で開催されました。

【
吉
野
ヶ
里
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
】

町内5つの幼稚園、保育園の園児による遊戯。写真は左から
①吉野ヶ里保育園②くるみ保育園③箱川幼稚園④東脊振幼稚園⑤三田川幼稚園

祭りのトップを飾った東脊振中学校吹
奏楽部による演奏

赤
熊
太
鼓
の
演
奏
で
2
日
間
の
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。

赤
熊
太
鼓
の
演
奏
で
2
日
間
の
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。

ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
に
続
い
て
ケ
ー
キ
の
早
食
い
、

最
後
は
直
径
20
の
丸
太
を
切
っ
て
速
さ
を
競
う

過
酷
な
レ
ー
ス
。

【
も
ち
ふ
り
】

家
屋
の
上
棟
式
な
ど
、め
で
た
い
儀
式
で
餅
を
投
げ
て

振
る
舞
う｢

も
ち
ふ
り｣

。

【
佐
賀
に
わ
か
】

町
敬
老
会
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の

「
炎
祭
り
劇
団
」に
よ
る
佐
賀
に
わ

か
。今
年
も
ス
テ
ー
ジ
前
は
多
く
の

観
客
で
埋
ま
り
、笑
い
声
が
響
き

渡
っ
た
。

【
よ
さ
こ
い
】

地元「よさこいソーラン隊」に
よるよさこい踊りも登場

【
採
火
式
】

日
吉
神
社
で
行
わ
れ
た
採
火
式
。

【
た
い
ま
つ
行
列
】

い
よ
い
よ
た
い
ま
つ
行
列
が
日
吉
神
社
を
出
発
。北
内
郭
か

ら
南
の
ム
ラ
、南
内
郭
な
ど
を
通
り
会
場
へ
向
か
っ
た
。

た
い
ま
つ
行
列
を
待
つ
間
、ス
テ
ー
ジ
で
は
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

行
列
が
到
着
す
る
と
卑
弥
呼
が
舞
台
に
登

場
。舞
台
で
は
雅
楽
の
演
奏
も
行
わ
れ
た
。
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【
も
ち
配
布
】

２
日
目
は
、入
口
ゲ
ー
ト
で
巫
女
に
よ

る
も
ち
配
布
も
。

【
ス
テ
ー
ジ
】

地
元
文
化
サ
ー
ク
ル

か
ら
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
と

日
舞
が
ス
テ
ー
ジ
に

登
場
。ま
た
、神
埼
市

か
ら
も「
か
り
ゆ
し
太

鼓
」が
披
露
さ
れ
た
。

【
パ
ー
シ
ー
ズ
】

福
岡
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る「
パー
シ
ー
ズ
」。ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ど
、懐
か
し
い
楽
曲

に
踊
り
出
す
人
も
。

【
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
】

２
日
間
行
わ
れ
た
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
。液
晶
テ
レ
ビ
や
人
気
ゲ
ー
ム
機
な
ど
が
安

値
で
競
り
落
と
さ
れ
た
。

【
牛
肉
販
売
】

２
日
目
の
目
玉
の
ひ
と
つ
。吉
野
ヶ
里

産（
大
曲
地
区
）の
牛
肉
が
安
値
で
販
売

さ
れ
、多
く
の
客
で
賑
わ
っ
た
。

【
火
お
こ
し
ゲ
ー
ム
】

「
火
お
こ
し
ゲ
ー
ム
」
は
、
木
と
木
の
摩

擦
で
火
を
お
こ
す
競
技
。
今
年
は
家
族

や
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
60
組
が
参
加
し

た
が
、
風
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
火
を

付
け
る

こ
と
が

で
き
た

の
は
２

組
だ
っ

た
。

日
が
沈
み
始
め
た
頃
、

巫
女
が
か
が
り
火
に
点
火

1

2

345

6

ス
テ
ー
ジ
で
は
、東
脊
振
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
赤
熊
太
鼓
が
登

場
。温
か
い
音
色
と
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
に
大
き
な
拍
手
が
。

火の明かりに包まれた会場で
は、「南のムラ唄」をみんなで踊
って祝宴。

　　今年は「山茶花の湯」
提供の足湯が登場。
　　バルーンアートは子供
たちに大人気。細長い色と
りどりの風船が、たちまち
花や動物などに変身。
　似顔絵コーナーでは、佐
賀漫画集団の皆さんが客の
表情をユーモラスに表現。
　丸山協議会（下石動）に
よるスマートボール。昔懐
かしいゲーム機だが、今の
子供たちも目を輝かせてボ
ールを弾いていた。

　　今年は「山茶花の湯」
提供の足湯が登場。
　　バルーンアートは子供
たちに大人気。細長い色と
りどりの風船が、たちまち
花や動物などに変身。
　似顔絵コーナーでは、佐
賀漫画集団の皆さんが客の
表情をユーモラスに表現。
　丸山協議会（下石動）に
よるスマートボール。昔懐
かしいゲーム機だが、今の
子供たちも目を輝かせてボ
ールを弾いていた。

平和な祝宴に突然、兵士たちが
乱入。炎踊りを舞ながら戦が始
まった。

卑弥呼と巫女のみなさん

会　場
WATCHING

1 2

3

5

6

4

こちらも子供たちに人気
のあったフワフワ
こちらも子供たちに人気
のあったフワフワ

5

卑
弥
呼
が
登
場
。戦
乱
を
鎮
め
る
た
め
、呪
文
を
唱
え
る
と
、送
り
火
か
ら
巨
大

な
火
柱
が
上
が
り
、人
々
か
ら
は
憎
し
み
が
消
え
て
笑
顔
が
戻
っ
た
。
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展示

お茶席
大正琴や舞踊など日ごろのサークル
活動を披露。会場からは大きな拍手が贈られた。

【上】東脊振中吹奏楽部は
　　「ソーラン節ロックバージョン」
　　などを披露
【下】東脊振小学校は先生も参
　　加して演奏

踊りを披露する出演者

茶道サークルによる野点では、子供たちもお手前を披露

【上3点】作品を鑑賞する来場者

▲盆栽展 ▲菊花展▲手芸品・民芸品

【右3点】展示会場には、生徒や会員らの力作が
　　　　所狭しと並べられた

ステージでのパフォーマンスに会場も大笑い 保護者は、わが子の晴れ舞台をカメラに

かわいい園児たちによる遊戯。
　　 東脊振幼稚園
　 箱川幼稚園

1

1 2
3

2

3

7

文
化
の
秋
を
満
喫

　

文
化
の
祭
典
�
第
２
回
吉
野
�
里
町
文
化
祭
が
11
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

き
ら
ら
館
で
行
わ
れ
た
出
演
の
部
に
は
�
東
脊
振
幼
稚
園
や
箱
川
幼
稚
園
�
し
ら
ゆ
り
保
育
園
の

か
わ
い
い
園
児
に
よ
る
遊
戯
の
ほ
か
�
東
脊
振
小･

中
学
校
に
よ
る
演
奏
�
そ
し
て
35
の
サ
�
ク
ル
に

よ
る
舞
踊
や
謡
曲
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
�

　

ま
た
�
改
善
セ
ン
タ
�
と
三
田
川
武
道
館
で
開
か
れ
た
展
示
の
部
に
は
�
各
サ
�
ク
ル
を
は
じ

め
�
町
内
の
小
中
学
校
�
幼
稚
園
�
保
育
園
の
園
児
や
生
徒
ら
に
よ
る
作
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ

た
ほ
か
�
き
ら
ら
館
で
は
�
茶
道
サ
�
ク
ル
に
よ
る
野
点
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
の
ほ
か
�
10
日
夜
に
は
き
ら
ら
館
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
34
名
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
�

第
2
回
吉
野
ヶ
里
町
文
化
祭

ステージ
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　これまで75歳(一定の障害の状態にある人は65歳)以上の人は、国民健康保険や健康保険組合などの医療保険制
度に加入しながら「老人保健制度」で医療給付を受けていましたが、平成20年4月からは新しく創設される「後
期高齢者医療制度」により医療給付を受けることになります。

 ●後期高齢者医療制度のポイント

●独立した医療保険制度
●被保険者となるのは、75歳以上(一定の障害の状態にある人は65歳以上)の人
●保険料は、原則年金からの天引き
●制度の運営主体は、県内すべての市町が加入する「佐賀県後期高齢者医療広域連合」

　町では来年1月から、役場の各課に直接電話ができる「ダイヤルイン」を導入します。これまでの代表電話方式

に比べ、用件のある課に直接電話できるようになることで、待ち時間が短縮されます。各課の電話番号など詳細

については、1月号でお知らせします。

　この試験運用のため、11月下旬以降、役場から皆さまに電話をかけた際、携帯電話やナンバーディスプレイに

役場の代表番号以外の番号が表示されることがあります。ご了承ください。

●問い合せ　三田川庁舎内総務課　℡53-1111

  広域連合の役割
　広域連合は、保険料の決定や医療を受けた時の給付など、後期高齢者医療制度の運営主体としての役割を担い
ます。

  市町の役割
　市町は、後期高齢者医療制度の事務のうち、各種申請や届出の受け付け、保険証の引渡しなどの窓口業務や保
険料の徴収を行います。

　国道385号の坂本峠付近で道路保全工事が行われるため、平成20年１月31
日までの昼間、全面通行止となります。
　このため、那珂川方面に行かれる場合は有料の東脊振トンネル（地図参照）
か県道早良･中原停車場線(みやき町綾部経由)をご利用ください。

●期間　平成20年1月31日まで
●規制時間　8:30～17:00（夜間は通行できます）
●通行止区間　石上橋～坂本峠

　中の原団地の入居申込み受付を、来年1月7日から開始します。申込者数が
募集戸数を上回った場合は、抽選会を行い決定します。
●申込み受付期間　平成20年1月7日(月)～1月25日(金)
●対象団地　中の原団地B１棟(鉄筋コンクリート4階建て･エレベーター有)
●募集戸数　24戸(3DK20戸、2DK4戸)

●入居予定日　平成20年4月予定
●申し込みができる人
●吉野ヶ里町内に住所または勤務先がある人　●町税等を完納している人　●現在同居しているか、これから
同居しようとする親族がある人(結婚予定者は、結婚予定日の3か月以内の人。なお、60歳以上など一定の要件
をみたせば、一人でも入居できます。)
●収入が公営住宅法に規定する金額を超えない人　●住居に困っていることが明らかな人
●家賃･敷金　所得金額により異なります。
●推定家賃　3ＤＫ…22,000円～36,000円　2ＤＫ…16,000円～27,000円
●敷金　家賃の3か月分
●必要書類･交付場所
●入居申込書(東脊振庁舎内都市計画課住宅係で交付)
●住民票謄本、所得証明書、完納証明書(三田川･東脊振両庁舎の総合窓口課で交付)
　(注)所得証明書と完納証明書は吉野ヶ里町で交付できない場合があります。
　※すでに町営住宅の空き家待ちの申し込みをしている人も、新たに申し込みが必要です。
　※間取り図については、1月号に掲載します。
●問い合せ　東脊振庁舎内都市計画課住宅係　℡52-5111
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大切な年金記録を届けるために！

高齢者の
医療制度が変わります

　社会保険庁では、約5000万件の未統合記録と基礎年金番号で管理されている記録の名寄せ(氏名、性別、生年

月日の突合せ)を行い、その結果、記録同士が結びつくと推定される人には、12月以降順次、加入期間と加入履歴

を記載した「ねんきん特別便」を送付します。

　「ねんきん特別便」は、現在、社会保険庁で管理している記録に基づいて作成します。

●もし、住所変更の届出がされていない場合は
　社会保険庁に届け出ている住所と現住所が違う人には、「ねんきん特別便」を届けることができません。

●住所の変更(訂正)手続き
　住所の変更(訂正)は、次のいずれかの窓口に申し出てください。

　●国民年金に加入している人…三田川・東脊振両庁舎の総合窓口課

　●厚生年金に加入している人とその被扶養配偶者の人…お勤めの会社など

　●年金を受給している人…三田川・東脊振両庁舎の総合窓口課、住民課年金係（三田川庁舎）

●問い合せ　佐賀社会保険事務所　℡31-4191

4月
から

町営

1月から
役場の各課へ直接電話ができるようになります

中の原団地入居者
募集

国保や会社の健康保険などに加入しな
がら、「老人保健制度」で医療を受け
ます。
　【窓口で提示するもの】
　　・加入している医療保険の保険証
　　・医療受給者証

新しい「後期高齢者医療制度」で医療
を受けます。
　【窓口で提示するもの】
　　・新しく発行される後期高齢者医
　　　療制度の保険証

平成20年3月までは 平成20年4月からは

●問い合せ　佐賀県後期高齢者医療広域連合　℡64-8476

国道385号
坂本峠付近の通行止め

松坂橋

千坊館

工
事
箇
所

迂回路

通行
止区
間

東脊振
トンネル
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写真上＝増改築された吉野ヶ里作業所
写真左＝あいさつをする境理事長　　

各家族が取り決めをした家族協定書に署名･捺印

　第60回県民体育大会が10月20･21日の２日間、唐津市と玄海町で開

催されました。

　23市町（旧川副町・旧久保田町・旧東与賀町含む）対抗で競技が行わ

れ、吉野ヶ里町は町の部で３位でした。種目別の主な成績は次のとおり

です。

【団体優勝】バレーボール一般男子･Aパート、空手道
【団体３位】バスケットボール･Bパート、ソフトテニス一般男子･Aパ
ート、ソフトボール一般男子B･Bパート、バドミントン一般女子･Aパー

ト、ゲートボール･Dパート

県体で吉野ヶ里町3位（町の部）

　ふれあい館東側にある特定非営利活動法人(NPO

法人)吉野ヶ里の「吉野ヶ里作業所」が増改築され、

10月31日落成式が行われました。

　当作業所は平成12年に作られ、現在町内を中心に

障害者17名と職員３名が働いています。今回、手狭

になったことや障害者自立支援法に基づく「就労継

続支援B型」の指定を受けるために、増改築されま

した。

　県や町など関係者40人が参加した式では、境力

理事長が「皆様の協力により、立派な施設ができた。

自助努力をしながら、社会参加に努めたい」とあい

さつしました。

吉
野
ヶ
里
作
業
所
増
改
築
落
成
式

　固定資産税の課税対象である家屋は、賦課期日である1月1日を基準として課税されます。
●家屋を新築･増改築した人
　固定資産税評価額を算出するため家屋を調査します。
●家屋を取り壊した人
　在来家屋については定期的に調査し、取り壊しの有無の把握に努めていますが、場所により目が届かないこと
があります。この場合、賦課期日(1月1日)に取り壊していても、次年度に課税され、納税者の皆さまにご迷惑を
かけることになります。家屋を取り壊した時は、早めに連絡してください。
●問い合せ　三田川庁舎内税務課資産税係　℡53-1111

　農業を営む家族が、役割分担や就業環境を明確にし、同じ目標に

向かって家族間で取り決めをする家族協定の調印式が11月8日、き

らら館で行われました。

　この日は町内の４家族が、農業委員会の堤会長と江頭町長を立

会人とし、各家族が話しあって決めた取り組み内容を、夫婦間で締

結しました。協定を結んだ家族は｢夫婦で家庭生活、農業生産上で

の役割分担をしており、きつい面もあるがやりがいはある｣と話し、

協定を意義あるものにしたいという熱意が伝わってきました。

　今回新しく家族協定を締結したのは、次の４家族です。

池田司郎･悦子さん夫婦、大坪忠弘･千代美さん夫婦、伊東祐則･澄

子さん夫婦、森山利則･年江さん夫婦

10YOSHINOGARI

保育園入園申込み保育園入園申込み
　平成20年度の保育園入園希望者(町外の認可保育所も含む)の申し込みを受付けます。なお、現在保育所
(園)に在園している場合でも、再度申込書を提出してください。(毎年度入所(園)の申し込みが必要です)
●入園できる人
　保護者が次の①から⑥に該当し児童を保育することができないと認められる場合で、かつ同居の親族やそ
の他の人が当該児童を保育することができないことを認められる場合です。
①居宅外で労働していること(求職中は３か月間の期限付き許可)。
②居宅内で当該児童と離れて、日常の家事以外の労働をしていること。
③母親の出産(出産月と前後２か月ずつまで最長５ヵ月)
④疾病、負傷または精神もしくは身体に障害を有していること。
⑤長期にわたり同居の親族を常時介護、看護していること。
⑥家屋が火災、風水害、地震などの災害に見舞われ復旧中であること。
●添付書類
●①②に該当する人　就業証明書(求職中の場合は「求職状況申立書」）
●③に該当する人　母子手帳の写し
●④⑤に該当する人　診断書、「入院･通院･看護届」など
　※保育料決定資料として、両親の平成19年分の給与の源泉徴収票を、後日提出してください。なお、確
　　定申告をする人はその旨申し出てください。
●対象児童　
　●吉野ヶ里保育園　生後６か月以上から就学前
　●くるみ保育園　生後２か月以上から就学前
●申込期間　12月３日(月)～12月27日(木)
●申込書配布･提出場所　三田川庁舎･東脊振庁舎総合窓口。(現在、在園中の人へは、保育園を通じてお渡
　しします。)
●入所決定　来年２月に保護者面接を行い、その後決定します。(入所決定は、申込順ではありません)
●問い合せ　東脊振庁舎内福祉課児童支援係　TEL 52-5111
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　神埼地区中学校新人大会が10月22日、神埼市と吉野ヶ里町で

開催されました。3年生の引退後、1･2年生だけで臨む初めての

大会に、選手たちは少々緊張気味でしたが、保護者らの熱い声援

に励まされ、精一杯プレーしていました。結果は次のとおりです。

 １位  ２位

軟式野球 神　埼 千代田

ソフトテニス 東脊振 神　埼

バスケットボール 神　埼 千代田

バレーボール 三田川 脊　振

卓球 三田川 千代田

剣　　道
　団　体 神　埼 千代田

　　　　　個　人 井手一希(神　埼) 宮地兼吾(脊　振)

柔　　道　個　人 野中悠佑(三田川) 鶴　拓美(神　埼)

 １位  ２位

ソフトボール 神　埼 千代田

バレーボール 千代田 神　埼

バスケットボール 神　埼 千代田

ソフトテニス 千代田 三田川

卓球 脊　振 東脊振

剣　　道
　団　体 神　埼 千代田

　　　　　個　人 江口瑠花(神　埼) 城野ますみ(神　埼)

老人クラブ会員による花植え作業
(写真左)三田川武道館前
(写真右)東脊振庁舎前　

写真上＝昭和12年に建設された旧校舎なども今回解体される。
写真下=あいさつをする杉谷信弘さん

写真上＝準優勝した東脊振少年野球チーム(５年生)
写真下=みどりの森県営球場での表彰式

新チームで臨む公式戦 高齢者宅を訪問し火災警報器設置を推奨
賞状を手にした堤さん

講話を聞く三中の生徒

　11月９日から15日までの秋季火災予防週間にちなみ、町

消防団では11月４日と11日に、各分団や各部ごとに中継送

水訓練、ポンプ操作訓練を行って、非常時の体制などについ

て確認しました。

　また、消防団女性部（秋山美恵子部長以下２０名）は11

月３日から11日まで町内の高齢者宅を訪問し、住宅用火災

警報器の設置を推奨しながら、悪質業者に注意するよう呼び

かけました。

火の取り扱いには注意して

　吉野ヶ里町農業委員会会長の堤一之さん(鳥

ノ隈)が、この度農林水産大臣賞を受賞されま

した。この賞は各都道府県から１人ずつ表彰さ

れるもので、堤さんのこれまでの農業委員会組

織活動における功績により受賞されました。

　堤さんは、昭和56年７月より26年にわたっ

て農業委員を務め、この間会長としても11年間

携わってこられ、旧三田川町を含め吉野ヶ里町

農業の振興と発展にご尽力されました。堤さん

は「これからも厳しい農業情勢において誠心誠

意、力を尽くしたいと」話していました。

農林水産大臣賞を受賞

　いじめ防止講話が11月16日、三田川中学校体育館で、講師

に佐賀県警察本部生活安全部少年課の桑原宏樹さんを招いて、

同中の生徒を対象に行われました。

　講話では、桑原さん自身の体験や、サポート活動で受け持っ

た少女の実話を交えて話されました。また、「いじめをなくす

為には、１つ目に“相談をする勇気”２つ目に“断る勇気”３

つ目に“あやまる・ゆるす勇気”の３つの勇気を、みんながも

つことができればいじめは少なくなる」と述べられました。

　最後に生徒を代表して生徒会副会長の野田基貴君が「生徒

会では“いじめ０宣言”をしたばかりで、大変参考になり今後

の生活に役立てたい」とお礼のあいさつをしました。

いじめ“0”をめざして
東
脊
振
少
年
野
球
が
準
優
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　五ヶ山ダム建設に伴い解体される旧小川内

小学校校舎などの解体工事の安全祈願祭が

10月10日、当校グラウンドで行われました。

　当日は、小川内地区の元住民ら20名が参加。

祈願の後、五ヶ山ダム水没対策協議会会長の

杉谷信弘さんが、「私達が学んだ校舎など、

思い出の建物がなくなるのは淋しい。」とあ

いさつしました。

　今回解体されるのは当校校舎、体育館のほ

か、当校の職員宿舎、消防詰所など町が所有

する建物で、これにより簡易水道関係施設を

除いて地区内の建物はすべて解体されます。

　10月27日から11月３日まで、佐賀市のみどりの森県営球

場などで開催された「第22回佐賀新聞学童オリンピック軟式

野球大会」で、東脊振少年野球(５年

生)が準優勝しました。

　大会には、県内各地区の予選を勝

ち抜いた16チームが出場。１回戦、

準々決勝と勝ち進んだチームは、準

決勝で中原少年(みやき町)に３対１

で勝ち決勝に進出。決勝では武雄町

少年(武雄市)に３対２で惜しくも敗

れ、準優勝となりました。

　５年生28名の選手を率いる服巻幸

雄監督は、「先取点を取って守りき

る、先行逃げ切りのチーム。投手に

頼っているので、もっと打力をつけ

たい」と、またキャプテンの寺　拓

人君は「自分が打てなかった時も、

みんながつないでくれた。一生懸命

練習し、夏の大会で優勝して全国大

会に出場したい」と話していました。

花
い
っ
ぱ
い
の
町
に

　11月上旬から中旬にかけて、吉野ヶ里町老人クラブの皆さんが、

三田川武道館や東脊振庁舎など、町内の花壇に花の苗3,750本の

植え込みを行いました。この活動は、老人クラブが推進する｢花い

っぱい運動｣の一環として行われたもので、色とりどりの花々は、

道行く人の目を楽しませています。

【男子】

【女子】

12YOSHINOGARI
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介護
保険

環境

障害基礎年金
福祉

冬休み学童保育

くらし

水道管に冬支度を

障害・遺族年金の受給者も
介護保険料を年金天引き

井戸水水質検査

募集
　障害基礎年金は、国民年金に加入

中(又は、日本に住んでいる60歳以

上65歳未満の人)に初診日のある病

気やけがで、政令に定める１級また

は２級の障害の状態になった人が受

けられる年金です。

●受給できるための要件
　初診日のある月の前々月までの被

保険者期間のうち、保険料納付期間

が３分の２あるか、または、初診日

のある月の前々月までの１年間保険

料を完納している人。

●障害基礎年金額
●１級…990,100円(19年度)

●２級…792,100円(19年度)

※障害基礎年金の受給権を取得した

当時、その人によって生計を維持さ

れていた子(18歳未満の子か20歳未

満の障害を持つ子)がいる場合、加算

金が付きます。

●１人目・２人目…227,900円

●３人目以降…各75,900円を加算

●国民年金加入前(20歳前)に障害に
なった時　20歳になってから障害基
礎年金の請求ができます。ただし、

本人に一定以上の所得がある場合は、

所得額に応じて全額又は半額が支給

停止になります。

【特別障害給付金】
　国民年金への加入が任意だったた

めに加入せず障害を負い、障害基礎年

金を受けられない人に平成17年４月

から「特別障害給付金制度」が発足し

ました。納付金額は、月額で１級が

50,000円、２級が40,000円です。

●対象者
●厚生年金等加入者の配偶者で、昭

和61年３月以前に国民年金任意加入

対象者であった人

●平成３年３月以前に国民年金任意

加入対象であった学生

　いずれも、任意加入していなかっ

た期間に初診日があり、現在、障害

者等級１・２級に該当する人です。

ただし、65歳に到達する日の前日ま

でに当該障害状態に該当した人に限

ります。

●問い合せ
三田川庁舎内住民課年金係

TEL 53-1111

　冬休み中の学童保育を次のとおり開

設します。

●参加要件　冬休み中保護者が不在

となる小学生（両親が不在でも祖父母

が家庭にいる場合は該当しません）。

●開設日　12月25日(火)～平成20年
１月７日(月)。ただし、12月29日から

１月３日、土日は除きます。

●時間　８時～18時
＊児童は保護者による送迎をお願いし

ます。

●保護者負担金　2,000円
(一人親世帯1,000円)

●申込期間　12月13日(木)まで
●申込方法　申込書と勤務証明書を

すこやかクラブ(三田川小体育館南)・

東脊振児童クラブ(東脊振小内)・三田

川庁舎総合窓口・東脊振庁舎福祉課の

いずれかまで提出してください。

＊申込書・勤務証明書の様式は、すこ

やかクラブ、東脊振児童クラブ、三田

川庁舎総合窓口、東脊振庁舎内福祉課

で配布します。

＊申込の中から選考により利用者を決

定します。

●問い合せ
東脊振庁舎内福祉課児童支援係

TEL 52-5111

【リサイクルセンター】
●年内収集　12月28日(金)まで
ただし、12月31日(月)８時30分から

17時まで、臨時収集を行います。

●年始の収集　１月４日(金)から
※１月６日(日)は収集しません。

●問い合せ
三田川庁舎内環境課　TEL 53-1111

【し尿の汲取り】
●年内
汲取予約最終受付12月21日(金)

●年始　１月４日(金)～
●問い合せ
環整工業(有)　TEL 52-2718

(有)三神清掃社　TEL 52-3706

※地区によって業者が異なります。

【ごみの収集】
●可燃物・不燃物
ごみ収集カレンダーどおり収集しま

す。

●粗大ごみ　脊振広域クリーンセン

ターには12月29日(土)まで搬入可能

●問い合せ　脊振広域クリーンセン

ター　TEL 51-9010

【犬猫の捕獲・引取り】
●犬捕獲業務　12月20日(木)まで
●犬・猫の引取りと回収
12月26日(水)まで

※動物管理センターでの引取りも同

日まで

●年始の狂犬病予防などの業務
１月７日(月)から通常どおり

※やむを得ない場合はこの限りでは

ありません。

●問い合せ
三田川庁舎内環境課　TEL 53-1111

　気温がマイナス４度以下になると、

水道管が凍結して水が出なくなったり、

破裂して漏水することがあります。

●凍結を防ぐには　露出した水道管

や屋外にある蛇口に厚手の布等をか

ぶせ、ビニルテープなどで巻きつけ、

保温してください。

●もし凍結して水が出ないとき
　凍った部分にタオルや布をかぶせ、

その上からゆっくりとぬるま湯をか

けて溶かしてください。直接、熱湯

をかけると、破裂する場合がありま

すので注意してください。

●破裂した時　まず、止水栓を止め

てください。水が止まらないときは、

破裂した箇所にタオルやビニルテー

プ等を巻いて応急措置をし、お近く

の指定給水装置工事事業者へ修理を

依頼してください。

●問い合せ　佐賀東部水道企業団神

埼営業所　TEL 52-1520

　「広報吉野ヶ里２月号」に掲載す

る有料広告を募集しています。

●申込締切　12月20日(木)までに、

申込書と広告の原稿など(内容が分か

るもの)を提出してください。

●掲載料金
●縦5cm横17cm　15,000円

＊２色刷り(色の指定はできません)

●掲載枠　掲載位置と掲載枠数はそ

の都度決定します。

●問い合せ　三田川庁舎総務課秘書

広報係　TEL 53-1111

　法務省と全国人権擁護委員連合会

は、今日まで世界人権宣言が採択され

た12月10日を「人権デー」と定め、

「人権デー」を最終日とする１週間を

「人権週間」として、「育てよう　一

人一人の人間意識～思いやりの心・か

けがえのない命を大切に～」を重点目

標に、啓発活動を展開しています。生

命の尊さ・大切さや自己がかけがえの

ない存在であると同時に、他人もかけ

がえのない存在であること、他人との

共生・共感の大切さを真に実感し、

「思いやりの心」「かけがえのない

命」を大切にすることを考えてみまし

ょう。

　また、町内には、法務大臣が委嘱し

た人権擁護委員がいます。地域に根ざ

した活動を行い、地域の中で人権思想

を広め、人権侵害が起きないように見

守り、法務局の人権相談所や自宅な

どで皆さんからの相談を受けるなど、

積極的な活動を行っています。

●町内の人権擁護委員(敬称略)
山田澄雄(萩原)、井上千代子(吉田)、宮

地洋(永田ヶ里)、西牟田政次(上石動)

　町家庭教育推進協議会では、「楽

しい子育て講座」のサークル支援編

として、クリスマス会を行います。

●日時　12月14日(金)
９時50分受付　10時～12時

●場所　きらら館
●内容　「ましろの会」による絵本

の読み語り、親子で楽しく体を動か

そう「親子レクリエーション」など

●申込み締切り　12月11日(火)
●申込み・問い合せ　
きらら館　TEL 51-1618

●日時　12月16日（日）
試合開始９:00（受付８:30～）

●場所　三田川小学校体育館
●参加費　300円
●参加資格　町内在住か町内の職場

に勤務している人

●種別　男子ダブルス・女子ダブル

ス（ダブルスのペアは当日抽選によ

り決定します）

●申込　12月11日(火)まで
（電話申込可）

●申込・問い合せ
吉野ヶ里町体育協会事務局

TEL 52-1944

【豪華賞品が当たるスタンプラリー】
●期間　12月30日(日)まで開催中
【１周年入浴半額デー】
●日にち　12月20日(木)
●特典　町外、町内の大人入館料が

半額

●入館料(町内・大人)500円→250円

●入館料(町外・大人)700円→350円

【回数券キャンペーン】
●期間
12月22日(土)～26日(水)の５日間

●特典　購入者にもれなく、入浴券1
枚、岩盤浴招待券２枚をプレゼント

【冬至は山茶花の湯でゆず風呂】
●日にち　12月22日(土)
【バラ風呂】（女湯のみ）
●日にち　12月16日(日)
そのほか、特典を盛りだくさんご用

意しております。

●問い合せ　
山茶花の湯　TEL 53-2619

　東脊振走ろう会では、新年１月１

日の早朝に、３社参りをかねた｢元旦

走り初め｣を行います。気持ちのいい

汗をかき、素晴らしい新年を迎えま

せんか？町民誰でも参加できます。

●日にち　１月１日(火)
●集合時間・場所
６時、東脊振庁舎駐車場

●行程　東脊振庁舎～籾神社(横田)

～下石動天満宮(下石動)～八坂神社(

西石動)～東脊振庁舎　

●問い合せ　横手誠二さん(下石動)

　TEL 53-1954

●日時　平成20年１月６日(日)
11時30分受付･13時開会

●場所　きらら館
●対象者　昭和62年４月２日から昭
和63年４月１日までに生まれた人

●問い合せ
中央公民館　TEL 53-1111

東脊振公民館　TEL 52-3499

●日時
12月１日(土)～15日(土)

９時～18時

●場所　吉野ヶ里公園駅コミュニテ
ィーホール

●問い合せ　中央公民館内文化協会
事務局　TEL53-1111環境

年末年始の環境関連業務

山茶花の湯1周年記念
大感謝祭

広報紙への有料広告を募集

催し

クリスマス会

人権週間

吉野ヶ里町バドミントン大会

国民
年金

元旦走り初め

平成20年吉野ヶ里町成人式

三田川水墨画会作品展
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渉

か
け
直
す
母
の
釦
や
菊
香
る

　
　
　
　
　
　
　

田
手　
　
　
　

大
澤
ヨ
シ
ノ

攻
め
火
て
ふ
窯
の
勢
ひ
や
鵙
猛
る

　
　
　
　
　
　
　

田
手　
　
　
　

花
田
貴
光
絵

鰯
雲
ひ
ろ
が
り
抜
歯
や
っ
と
終
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

苔
野　
　
　
　

金
子
き
ぬ
子

車
椅
子
生
き
る
力
に
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　

鳥
ノ
隈　
　
　

田
中
千
津
子

初
咲
き
の
銀
木
犀
や
今
朝
の
幸

　
　
　
　
　
　
　

上
中
杖
上　
　

生
島　

愛
子

コ
ス
モ
ス
や
発
車
の
ベ
ル
の
旅
誘
う

　
　
　
　
　
　
　

上
豆
田　
　
　

伊
東　
　

幸

芳
一
の
音
な
き
琵
琶
や
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　

永
田
ヶ
里　
　

井
上　

春
枝

芝
居
よ
し
銭
湯
な
を
良
し
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　

上
石
動　
　
　

大
坪
カ
ツ
ヨ

復
元
の
古
代
の
ム
ラ
や
そ
ば
の
花

　
　
　
　
　
　
　

上
石
動　
　

西
牟
田
紀
美
子

行
く
秋
や
過
不
足
も
な
く
八
十
路
ふ
む

　
　
　
　
　
　
　

吉
野
ヶ
里　
　

香
田
き
み
え

山
門
の
阿
吽
の
仁
王
紅
葉
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　

苔
野　
　
　
　

真
島　

シ
ツ

秋
で
す
ね
一
人
つ
ぶ
や
く
朝
歩
き

　
　
　
　
　
　
　

目
達
原　
　
　

富
永
し
づ
子

大
切
に
し
す
ぎ
て
賞
味
期
限
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詫
摩　

綾
子

人
相
は
変
え
ら
れ
な
い
よ
顔
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

雄
峰

見
る
か
ら
に
う
さ
ん
く
さ
そ
な
社
長
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
か
の
こ

古
希
迎
え
未
だ
未
だ
旬
な
私
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　
　

香

あ
と
何
年
マ
マ
が
一
番
好
き
な
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅　
　

綾

好
き
嫌
い
頭
悩
ま
す
離
乳
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

龍
子

好
き
な
時
短
い
け
れ
ど
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
み
つ
る

金
銀
の
モ
ク
セ
イ
が
好
き
朝
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
麻
の
葉

思
い
出
は
小
城
の
棚
田
の
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
千
代
子

リ
ハ
ビ
リ
は
我
が
身
の
た
め
に
命
が
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
武　

重
造

夏
過
ぎ
て
一
陣
の
風
頬
な
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
野　

憲
子

豊
作
を
願
い
続
け
て
お
ど
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
富　

直
人

直
売
所
和
気
あ
い
あ
い
の
仲
間
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

ミ
ツ
エ

病
し
て
知
る
人
の
輪
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡　

昌
子

ゴ
ム
の
輪
で
な
わ
と
び
し
て
た
昔
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
頭　

要
子

晩
秋
に
蚊
と
り
線
光
け
む
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
瀧　

初
代

亡
き
人
の
思
い
出
ば
な
し
一
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

信
子

新
米
の
お
い
し
さ
に
つ
い
も
う
一
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

靖
子

す
き
通
る
ほ
ど
の
青
空
ひ
と
り
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
働
巳
登
子

イ
ケ
メ
ン
も
お
じ
さ
ん
に
な
り
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
千
代
子

秋
の
夜
は
銀
杏
焼
い
て
酒
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
美
代
子

背
伸
び
し
て
深
呼
吸
し
て
朝
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井　

初
子

飼
い
猫
に
お
も
ち
ゃ
に
さ
れ
て
日
が
暮
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
三
千
子

人
生
は
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
ひ
と
り
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

ス
ミ
子

お
み
や
げ
は
た
っ
た
一
つ
の
参
加
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
田　

示
右

聞
き
上
手
聞
か
な
い
耳
も
持
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

正
樹

世
知
辛
い
世
の
中
泳
ぎ
切
る
メ
ダ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
野　

浩
二

ビ
ッ
ク
リ
箱
に
び
っ
く
り
し
な
い
ほ
ど
寒
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

久
美
子

留
守
電
に
母
の
小
さ
な
声
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
野
く
み
子

老
い
の
坂
仕
事
楽
し
み
日
を
過
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　

清
治

た
だ
い
ま
へ
娘
が
飛
ん
で
お
出
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾　

利
朗

君
の
胸
私
は
砂
時
計
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
寿
美
子

二
次
会
で
使
い
果
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

正
紘

や
っ
と
寝
た
子
へ
ほ
っ
と
す
る
ぬ
い
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
島　

清
弘

た
し
算
が
う
ま
く
母
親
演
じ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
島
美
智
子

と
こ
な
つ

つ
ま

せ

か
ま

あ
う
ん

き
お

あ
か ●日時　毎週月曜日　18時～20時

●相談内容　登記･相続、クレジット、
サラ金問題、破産、少額訴訟など

●専用ダイヤル　TEL 29-0635　

●問い合せ
佐賀県司法書士会　TEL 29-0626

●日時　毎週月･木曜日(祝日も可)
10時～19時

●場所　ほほえみ館3階(佐賀市兵庫

町)

※相談は電話かFAXで受付けます。

●相談電話番号　TEL 29-0635　

●相談FAX番号　36-9132
●問い合せ　東脊振庁舎内福祉課内

障害者支援係　TEL 52-5111

●日時　毎週水曜日　14時～18時
(祝日を除く)

●場所　佐賀県司法書士会館３階
●相談内容　登記･相続、クレジット、
サラ金問題、破産、少額訴訟など

●相談方法　面談による相談(要予

約)

予約電話番号 29-0635

●相談料　１時間5,250円
●問い合せ　佐賀県司法書士会
　TEL 29-0626

【農村環境改善センター】
●日時
12月５日（水）９時30分～12時　

※「農村環境改善センター」では、

偶数月に開催します。

【ふれあい館】
●日時
１月11日（金）13時30分～16時

※「ふれあい館」では、奇数月に開

催します。

●問い合せ
三田川庁舎内総務課　TEL 53-1111

　有明佐賀空港では、東京便が１日

３往復、大阪便が１日２往復してい

ます。東京行きの早朝便６時55分発

は、羽田空港着が８時25分ですので、

午前中からの会議にも十分利用でき

ます。

　また、東京滞在時間が最大10時間

(日帰り)となっているので、日帰り

や１泊２日でのビジネスや観光など

にとても便利で、東京ディズニーラ

ンドや横浜、鎌倉など関東エリアの

観光に十分活用できます。

　しかも、有明佐賀空港では、ター

ミナルビル前に、九州の空港では唯

一、700台の無料駐車場を完備して

います。ぜひ、ビジネスや旅行にご

利用ください。

12月の運航ダイヤ

【佐賀～東京(羽田)】
 東京発 佐賀着
 7:35 9:35
 15:50 17:50
 18:20 20:20
　
　佐賀発 　　　東京着
 6:55 8:25
 10:20 11:50
 　19:10　　　 20:40

【佐賀～大阪(伊丹)】
 佐賀発 大阪着
 9:20 10:30
 17:15 18:25

 大阪発 佐賀着
 7:25 8:50
 15:20 16:45

文字9.5P 行送り14.5P

相談

電話無料法律相談

行政･人権相談

障がい者総合相談窓口

司法書士総合相談センター佐賀

有明佐賀空港のご利用を

環境

秋のクリーンデー

役場では、専門の消費生活相談員が、次の日程で相談を受け付け、秘密は厳守します。
●12月６日(木)・20日(木)   10:00～16:00  三田川庁舎
●12月13日(木)・27日(木)  10:00～16:00  東脊振庁舎
●問い合せ　東脊振庁舎内商工観光課　TEL 52-5111

12月の消費生活相談日と場所

　全国の消費生活センターなどによせられる生命保険に関する相談をみると、
最近の傾向として、契約者の高齢化がみられます。契約内容に関する不十分
な説明や、高齢者に適合しない保険の販売など、販売方法に起因するトラブ
ルが多くなっています。佐賀県でも相談が上がっています。

事例）　銀行の営業員が訪問したとき投資信託の話をされた。「そういう商
品もあるのですね」と相槌を打ったところ、後日生命保険の営業員と一緒に訪
問された。そこで外貨建ての個人年金を説明され、断ったが懇意にしている銀
行の営業員が勧めるのであればと契約した。だが、外貨建てで元本割れする
可能性があることや、３年間も据え置くことに不安を覚え、後日解約をしたと
ころ、高額な中途解約料を清算され残金を返金された（80歳代・女性）

アドバイス）　一般的には申し込み書面を受けとった日か保険料充当領収
証の交付日のいずれか遅い日を含めて８日以内ならば申し込みを撤回でき、
保険料は返還されます。クーリングオフできる期間の基準日は、会社や契約
によって違う場合があります。

契約にあたっての注意点
①複雑な仕組みの保険を、高齢者一人で契約することはさけ、家族など周り
　の人に相談するなど、よく考えたうえで契約すること。
②年齢や健康状態などから、無理をして高額な保険料を支払ってまで、保険
　に加入する必要があるのか、よく考えること。
※万一トラブルにあったり、契約内容がおかしいと思ったら、なるべくはや
　くご相談ください。

消費生活情報 高齢者に急増！
生命保険の販売トラブル

その他

農業委員会委員選挙



●平日の図書室開館時間　9:00～17:00

月　日 当番医療機関

＊予防接種法の改正により、麻しん・風しん混合ワクチンは18年
４月から、ワクチンと対象年齢が変わり、予診票も変わりました。
予診票が必要な人は、連絡してください。

予防接種（ワクチン）の種類 対 象 年 齢

三種混合（ジフテリア・百日
咳・破傷風混合ワクチン）

麻しん・風しん混合ワクチン（1期）

麻しん・風しん混合ワクチン（2期）

日　本　脳　炎

指定医療機関 実施曜日 実施時間
小森医院
吉野ヶ里町上豆田
TEL52-1136（要予約）

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL55-6566 目達原整形外科

吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
TEL52-2022 【外・内】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
TEL52-2977 【内】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
?44-2141 【内・小】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼
TEL52-2021 【内・小・胃】

神埼クリニック
神埼市神埼町1丁目
?53-1818 【内・胃・呼】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
TEL52-5521【内・胃・小】

南医院
神埼市千代田町直鳥
TEL44-2777 【外・胃・整】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
TEL51-1430 【整外】

小森医院
吉野ヶ里町豆田
TEL52-1136 【小・内】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
?52-3139 【内・小・脳】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
TEL52-3717 【整外】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
TEL51-1110 【内・胃】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
TEL52-3139【内・小・脳】

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町駅通り
TEL52-3295【外・整外・胃・内】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL55-6566 【小】

古賀内科
神埼市千代田町境原
TEL44-2311 【内・小・胃】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
TEL52-2452【内・胃・呼】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
TEL44-2046 【内・小】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
TEL52-5521 【内・胃・小】

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL52-3145【外・整・胃】

神埼クリニック
神埼市神埼町1丁目
TEL53-1818 【内・胃・呼】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
TEL52-4185 【内・小】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内・小】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内・小】

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町本堀
TEL52-2524

【外】外科【整外】整形外科【内】内科【胃】胃腸科
【小】小児科【脳】脳神経外科【呼】呼吸器科
＊診療時間は、９時～17時です。

＊骨粗しょう症検診希望の人で、受診票をお持ちでない人は、
　当日、会場に準備します。

しらいし内科
神埼市神埼町城原
?52-3848 【内・循】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
TEL52-3848 【内・循】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町本堀
TEL52-2524 【小】

9:00～12:00
15:30～17:00月・火・水・金

木・土

月・火・水・金

木・土

月～金

土

9:00～12:30
14:30～18:00

8:30～11:00
14:00～17:30

9:00～12:00

9:00～13:00

8:30～11:00

＊初回対象者には通知します。未接種の場合、対象年齢内であれば、
希望により受けることができます。

●予防接種（通年接種分）委託医療機関

＊初回対象者には通知します。未接種の場合、対象年齢内であ
れば、希望により受けることができます。

＊「こどもカレンダー」送付時にお知らせした実施時間から変

更があるため注意してください。

●問い合せ　保健課健康づくり１係（きらら館）　? 51-1618

指定医療機関 実施曜日 実施時間

松本医院
吉野ヶ里町下三津東

月・火・木・

13:30～14:30

13:30～17:00

●予防接種（期間限定接種分）委託医療機関

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里

●三種混合　10月15日（月）～19日（金）（ジフテリア・百日咳・破傷風混合ワクチン）

生後３～90か月児

生後12～24か月児

平成12年4月2日～
平成13年4月1日生まれ

ワクチンの副作用のため、現在、
予防接種勧奨を控えています。

乳幼児個別予防接種 持参するもの／母子手帳・予診票

日曜・祝日在宅当番医

12月２日

12月９日

12月16日

12月23日

12月24日

12月29日

12月30日

12月31日

１月１日

１月２日

１月３日

中下医院
神埼市千代田町　江
TEL44-2488 【内】

中下医院
神埼市千代田町　江
?44-2488 【内】

（日）

（日）

（日）

（日）

（月）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木） 【外】外科【整外】整形外科【内】内科【胃】胃腸科　【小】小児科
【脳】脳神経外科【呼】呼吸器科　＊診療時間は、９時～17時です。

19 YOSHINOGARI 18YOSHINOGARI

文字9.5P 行送り14.5P

12月のカレンダー
行　　　　事　　　　名日（曜） 旧三田川町内のゴミ出し日旧東脊振村内のゴミ出し日

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館・東脊振公民館

リサイクルセンター開放【詳】

健康相談【詳】　温水プール休館日

乳児健診【詳】　BCG予防接種【詳】

行政・人権相談【詳】

消費生活相談【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館・東脊振公民館

健康相談【詳】　温水プール休館日

おやこ教室(ワン･ツー体操)【詳】

骨粗しょう症検診【詳】

健康相談【詳】　骨粗しょう症検診【詳】　消費生活相談【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館・東脊振公民館

健康相談【詳】　温水プール休館日　おやこ教室(ドレミ広場)【詳】

２か月児健康相談【詳】

乳児健診【詳】

消費生活相談【詳】

１歳６か月児健診【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館・東脊振公民館

温水プール休館日

健康相談【詳】　消費生活相談【詳】

御用納め　消防団年末警戒(～30日)

温水プール休館日(～１月３日)　図書室休館日(～１月３日)

役場年末年始休暇(～１月３日)

リサイクルセンター開放【詳】

【燃】1区【牛】２区【空】１区

【燃】２区

【燃】1区

【燃】２区

【燃】1区【牛】１区【空】２区

【燃】２区

【燃】1区

【燃】２区　【粗】２区

【燃】1区【新】２区【空】１区

【燃】２区

【燃】1区

【燃】２区

【燃】１区【新】１区【空】2区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【牛】3区 【空】1･2区

【燃】A･B区

【燃】A区 【粗】3区

【燃】B区

【燃】A区

【牛】1･2区 【空】3区

【燃】A･B区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【新】３区 【空】1･2区

【燃】A･B区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【新】1･2区 【空】3区

【燃】A･B区

【燃】A区

●カレンダー中の表示
【燃】燃えるゴミ【牛】牛乳パック、白色トレイ、ペットボトル【新】新聞広告、雑誌類、ダンボール【空】空缶、空ビン、有
害ゴミ、燃えないゴミ【粗】粗大ゴミ【東脊振1区】在川、大曲、松葉、横田、永田ヶ里、大塚ヶ里、辛上、中の原団地【東脊
振2区】永山、坂本、松隈、上石動、下石動、西石動、上三津東、上三津西、下三津西、三津住宅、白萩寮、下三津東、大曲ア
パート、川原団地、大曲宿舎、若葉台【燃えるゴミ三田川A区】新宮田、目達原、上中杖上分、苔野、吉田、萩原、鳥ノ隈、田
手村、田手宿、立野【燃えるゴミ三田川B区】吉野ヶ里、力田、衣村、伊保戸、曽根、上中杖、下中杖、上豆田、下豆田、箱川
上分、箱川下分、乙ノ馬手、下藤、田中【三田川1区】新宮田、目達原【三田川2区】上中杖上分、苔野、吉田、萩原、鳥ノ隈、
立野【三田川3区】吉野ヶ里、田手村、田手宿、力田、衣村、伊保戸、曽根、上中杖、下中杖、上豆田、下豆田、箱川上分、箱
川下分、乙ノ馬手、下藤、田中【詳】詳しくはお知らせページなどに掲載しています。

●まちの面積　43.94km2

●まちの人口（11月1日現在）
　男性 7,705（＋   7）
　女性 8,258（＋ 7）
　合計 15,963（＋ 14）
●世帯数 5,558（＋   3）

H19.８月生

H19.５月生

H19年８月生まれ及び
生後６ヶ月未満の未接種児

２歳以上の幼児

40歳以上の女性

40歳以上の女性

２歳未満の乳幼児

H19.10月生

H18.12月生

H18.５･６月生

乳児健診

BCG予防接種

おやこ教室(ワン･ツー体操)

骨粗しょう症検診

骨粗しょう症検診

おやこ教室(ドレミ広場)

2か月児健康相談

乳児健診

１歳６か月児健診

４(火)

４(火)

11(火)

12(水)

13(木)

17(月)

18(火)

19(水)

21(金)

母子手帳

母子手帳  予診票

水筒(お茶)

受診票･健康手帳

受診票･健康手帳

水筒(お茶)

母子手帳

母子手帳

母子手帳　健康診査票

　　【４か月児】　　
13:00～13:15

13:00～13:15

９:50～10:00

13:15～15:30

13:15～15:30

９:50～10:00

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:30

【７か月児】　　
13:15～13:30

きらら館

きらら館

きらら館

ふれあい館

ふれあい館

きらら館

きらら館

きらら館

きらら館

保健行事
行　事　名 日（曜） 受付時間 場　所 対　　象　　者 持参するもの

一般町民

きらら館

ふれあい館

　

健康相談

　

毎週月曜

３（月）・17（月）

13（木）・27（木）

＊母子手帳交付については、東脊振健康福祉センター「きらら館」にて随時交付します。

9:00～11:00

13:00～15:00

9:00～11:00

●問い合せ
保健課健康づくり係　東脊振健康福祉センター（きらら館）  ?51-1618

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

行　事　名 日（曜） 受付時間 場　所 対　　象　　者 持参するもの
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　10月27、28日に行われた「吉野ヶ里ふるさ

と炎まつり」のメインのひとつ「たいまつ行

列」。日吉神社で採火された炎は、中学生や

家族連れなど200名によるたいまつ行列とと

もに、北内郭や南内郭のほか、オープンした

ばかりの「南のムラ」を巡り、30分かけて会

場へ向かいました。（まつりの詳細は2ペー

ジから）

●行政トピックス●
保育園園児募集･中の原団地入居者募集

●TOPICS･まちのわだい●
東脊振少年野球が準優勝･老人クラブ花植え

●INFORMATION･お知らせ●
●吉野ヶ里文芸●
●保健･健康･カレンダー●
●旬のあれこれ●
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シリーズ

■今田　剛さん【いまだつよし】
作曲家として、これまで200曲以上を作曲。「今田剛
作品集Ⅰ」は1枚2,500円で発売中。また、カラオケ
教室の講師としても町内外で活躍している。永田ヶ里
在住。59歳
＊「今田剛作品集Ⅰ」「伊万里けんか祭り唄・冬の
華 」 に 関 す る 問 い 合 せ は 今 田 さ ん ま で 　
090-5286-5003

vol. 10

12
19

たいまつ行列

好きで好きでたまらない。

悲しみを力に。

通常　行送り　15.4

　　　字詰め　-50

2-5

　母が音楽好きだったこともあり、小さい頃から歌を歌っていましたね。初めて曲を作

ったのは10代の終わりごろ。中学校からギターを始め、友人らとバンドも組んでいたこ

ともあって曲作りをはじめたのですが、ホント自己流でしたよ。

　30歳になってからはピアノを習い始めました。もともと歌が好きだったし、加山雄三

がピアノの引き語りをしている姿を見て、「自分も

やりたい！」と思ったんですよ。８年間ほど習った

でしょうか。このころから曲を作ることも多くなり

ましたね。主にピアノを使って作曲していますが、

これまでに200曲以上。２月もすでに３曲ほど作りま

した。

　今では佐賀市に住む作詞家の橋間哲也先生とコン

ビを組んで曲を作っているのですが、曲を作るとき

は、先に詩を作っています。詩をみてみないと、ど

のような曲を作っていいかイメージが沸かなくて作

りにくいですね。

　私の曲には、ふるさとを歌った曲も多いですよ。

私は伊万里出身。何か記念になればと思い「伊万里

けんか祭り唄」という曲を作詞･作曲しました。実は詩を書くことも好きなんですよ！

この曲は、通信カラオケに入っているので、ぜひ歌ってみてください。カップリングの

「冬の華」という曲は、橋間さんの作詞で、歌詞の中には田手川や霊仙寺、さざんかの

花がでてきます。地元のことを歌った演歌ってないでしょう。この曲を作るときはイメ

ージをつかむために、２人で見て回りました。

　プロの歌手が歌う曲だけでなく、町民の方が書かれた詩にも、要望があれば作曲をし

ています。卒業などの記念に、自分で書いた詩を曲として残しませんか。ぜひ相談して

ください。

　作曲というと結構時間がかかるように思われますが、私は1時間ほどで作っています。

考えすぎると理屈っぽくなってしまうので、考えついたメロディーをあてはめてい

ます。曲作りでの楽しみは、自分が作った歌をどのように歌うのか、どれだけの

人に歌ってもらえるかですね。たくさんの人に歌っていただくことで、達成感

と満足感があります。

　２月に作曲家生活40年を記念してCDを作成、発売しました。自分自身で

歌ってCDにしてはどうかと思ったことと、５月に還暦を迎えるので、

50代の声を残しておきたいと思ってですね。今回のCD制作には過去

に作った曲から4曲を選びました。気に入った曲がたくさんあって･･ ･

選曲も難しかったですね。

　これからの夢ですか？自分が作った曲が大ヒットすることです

ね！ＣＤタイトルは「作品集Ⅰ」になっているので、ぜひ2枚目も出

したいですね。

【特集】秋のイベントから●

第2回吉野ヶ里ふるさと炎まつり●
6-7

8-10

14-16

17

18-19

20

11-13

第2回吉野ヶ里町文化祭●

コスモスコスモスが観光客を出迎え

真っ白な花が開花

　11月号では松隈地区のコスモスを紹介しま

したが、吉野ヶ里公園駅北口にも10月中旬か

ら11月上旬にかけてコスモスが開花。歴史公

園に向かう観光客らを出迎えました。

　このコスモスは町が「弥生みどりの会」に

委託して育てられたもので、1万２千㎡の田ん

ぼに、赤やピンク、白のコスモス70万本が咲き

ました。花園の中に入れるよう数箇所の通路

も設けられ、家族連れを中心に花を囲んで記

念撮影をする姿が見られたほか、「やよいの

里」による野菜などの販売も行われました。

　千石山のさざんかが開花し、真っ白な花が

山の斜面に咲き誇りました。

　千石山のさざんかは、自生北限地として国

の天然記念物に指定されており、約2.9haに

2,208本が自生しています。東脊振トンネルの

開通とさざんか千坊館からの遊歩道ができた

ことで、県内をはじめ福岡方面からも多くの

人が見学に訪れています。

線路沿いに植えられたコスモスは、
列車の中からも楽しむことが出来た。

真っ白な花を咲かせた
千石山のさざんか。
さざんかは町木に指定
されています。
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